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小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

5/28現在 

父島 

62.0/100 

母島  

56.8/100 

4月気象状況  (父島) 

最高気温 27.5℃ 

最低気温 17.0℃ 

平均気温 23.1℃ 

平均湿度 87％ 

月降水量 28.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(５/1) 

      2,523人 

      父島   母島         

 人口  2,092人  431人 

 世帯  1,253     264 

                   
 

                
 

            

  

小
笠
原
諸
島
の
日
本
復
帰
を
記
念
し
た
父
島
返
還

祭
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
の
出
店
を
行
い
ま
す
の

で
、
皆
様
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】 

６
月
22
日(

土)

午
後
５
時
～(

雨
天
中
止) 

【場
所
】 

大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

《夜
店
出
店
者
募
集
》 

返
還
祭
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
出
店
を
募
集
し
ま
す
。 

※
出
店
数
や
内
容
に
よ
り
、
出
店
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
出
店
者
は
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
を
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。 

※
照
明
の
設
置
の
た
め
、
テ
ン
ト
は
当
日
の
午
前
10

時
ま
で
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
今
回
よ
り
、
ご
み
の
減
量
と
持
続
可
能
な
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
た
め
の
試
み
と
し
て
、
会
場
内
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
な
い
形
と
し
ま
す
。 

来
場
さ
れ
る
お
客
さ
ま
に
は
ご
自
身
で
お
持
ち
帰

り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
出
店
者
の
皆

さ
ま
に
も
、
販
売
し
た
容
器
な
ど
の
回
収
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【申
込
期
間
】６
月
３
日(

月)

～
７
日(
金) 

 

●
問
合
せ
・夜
店
出
店
申
込
先 

総
務
課 

総
務
係          

２―
３
１
１
１ 

   

「沖
ノ
鳥
島
視
察
会
」(

お
が
さ
わ
ら
丸
チ
ャ
ー
タ
ー

便)

の
参
加
者
を
追
加
で
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【沖
ノ
鳥
島
視
察
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル(

予
定)

】 

７
月
４
日(

木)

午
後
３
時
30
分 

父
島
二
見
港
出
港 

７
月
５
日(

金)

午
後
１
時
20
分 

沖
ノ
鳥
島
沖
到
着
、

周
回 

７
月
６
日(

土)

午
後
１
時
20
分 

父
島
二
見
港
到
着 

【参
加
対
象
者
】中
学
生
以
上
の
村
民
の
方 

【応
募
方
法
】 

村
役
場(

総
務
課)

ま
た
は
母
島
支
所
の
窓
口
に
て
、

記
入
し
た
申
込
書
を
ご
提
出
下
さ
い
。 

【募
集
期
間
】６
月
14
日(

金) 

午
後
５
時
ま
で 

(

昼
休
み
、
土
日
祝
日
を
除
く) 

詳
し
く
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口

で
配
布
中
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

  

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

企
画
政
策
室
２―

３
１
１
１ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
扇
浦
園
地
の
更
な
る
魅
力
お
よ

び
賑
わ
い
あ
る
空
間
の
創
出
、
園
地
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

【営
業
可
能
期
間
】７
月
１
日(

月)

～
９
月
30
日(

月) 

【申
込
期
間
】６
月
３
日(

月)

～
17
日(

月) 

詳
細
・申
し
込
み
方
法
等
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
２―

３
１
１
４ 

     

小
笠
原
村
で
は
村
内
で
事
業
を
営
む
店
舗
に
対
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
導
入
費
用
の
一
部
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
村
内
の
店
舗
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
ま
た
は
電
子
マ
ネ
ー
決
済
の
導
入
を
ご
検
討

の
際
は
、
当
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

※
補
助
金
申
請
に
あ
た
り
各
種
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

 

   

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
防
災

行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え
す
る

た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を
行
い

ま
す
。 

【日
時
】６
月
20
日(

木)

午
前
10
時
ご
ろ 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

    

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
に
は
、
減
免
・

免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減
額
・免
除
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
村
役
場(

総
務

課)

ま
た
は
母
島
支
所
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 【利
用
料
減
額
・免
除
対
象
者
】 

①
生
活
保
護
法(

昭
和
25
年
法
律
第
１
４
４
号) 

の 

規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
者 

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
世
帯
の
中
に
満
65
歳
以 

上
の
高
齢
者
が
い
る
場
合 

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭 

和
24
年
法
律
第
２
８
３
号)

に
基
づ
く
身
体
障
害

者
手
帳
又
は
愛
の
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
者
が
世

帯
主
の
場
合 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 
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 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

父
島
返
還
祭 

（夜
店
出
店
者
募
集
） 

 

「沖
ノ
鳥
島
視
察
会
」 

追
加
募
集
！ 

 
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
者
募
集(

扇
浦
園
地) 

 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
端
末
導
入 

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す 

 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料 

減
額
・免
除
制
度
が
あ
り
ま
す 
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国民健康保険からのお知らせ 

 

 

 

◎令和６年度小笠原村国民健康保険税（以下「国保税」）の改正 

 国保税は、医療給付のための「医療分」、75歳以上の後期高齢者医療を支える「後期高齢者支援金分」、40歳以上の介護保険を支える

「介護納付金分」で構成されています。 

【国保税の賦課限度額の変更】 

地方税法等の改正に伴い、国民健康保険税の賦課限度額について、後期高齢者支援額は２２万円から２４万円に引き上げられます。 

【国保税の軽減制度基準額の変更】 

国保税には、低所得世帯を対象にした軽減措値があります。世帯の所得額（世帯主及び国保加入者の所得の合計額）に応じて、均等割

額（加入者 1人につき課税)と平等割額（1世帯につき課税）が軽減されます。 

５割軽減については29万円万円から29.5万円に、２割軽減については53.5万円から54.5万円に基準額が引き上げられます。 

 

 

 

 

 

 

また、均等割額・平等割額の軽減制度は、申請の必要はありませんが、所得の申告が必要です。軽減制度が適用されるのは、世帯主お

よび国民健康保険の加入者全員が申告を済ませている世帯に限られます。 

一人でも未申告者がいると軽減を受けることはできませんので、収入がない方でも所得の申告にご協力ください。 

なお、軽減判定では、国民健康保険に加入していない世帯主の所得も含めて判定します。（保険税の計算には、国民健康保険に加入し

ていない世帯主の所得は含まれません。）                                   ●問合せ先 村民課住民係 ２―３１１３ 

 

介護保険からのお知らせ 

◎介護保険料について 

65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は３年ごとに見

直し、小笠原村の介護サービスに必要な費用から算出され

た基準額をもとに、所得に応じた保険料を決定します。 

第９期介護保険事業計画（令和６～８年）は、保険料上昇

抑制のため介護給付費準備基金を活用し第８期と同額の保

険料基準額（４０，４８８円／年）を保ちつつ、標準段階を９段

階から１３段階に増やすことで、より所得に応じた介護保険

料になっています。 

 また、所得の低い方に対しては、引き続き負担軽減が図ら

れています。 

40歳から64歳の方（第２号被保険者）の保険料は、加入し

ている健康保険の算定方法により決められ、健康保険料と

一括して納めます。 

 

◎保険料の納め忘れにご注意ください 

保険料を滞納していると、サービスを受ける際に、滞納期

間に応じて利用料が引き上げられるなどの措置が取られま

す。安心して介護サービスが受けられるよう保険料は必ず

期限内に納めましょう。 

 

 

○問合せ先 村民課住民係 ２-３１１３ 

 

保険料 

段 階 
対象者 

年額保険料 

（月額） 

第 1段階 

・生活保護受給者 

・村民税世帯非課税かつ老齢福祉年金受給者 

・村民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額

の合計が年間80万円以下の方 

11,539円 

(961円） 

第2段階 
・村民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額

の合計が年間80万円を超え、120万円以下の方 

19,636円 

(1,636円） 

第3段階 
・村民税世帯非課税で、本人の前年の合計所得＋年

金収入額が 120万円を超えている方 

27,734円 

(2,311円） 

第4段階 
・村民税世帯課税、本人非課税の方で、合計所得金額

と課税年金収入額の合計が年間80万円以下の方 

36,439円 

(3,036円） 

第5段階 

・村民税世帯課税、村民税本人非課税の方で、合計所

得金額と課税年金収入額の合計が年間80万円を

超えている方 

40,488円 

(3,374円） 

第6段階 
・村民税本人課税で、被保険者本人の合計所得金額

が 120万円未満の方 

48,585円 

(4,048円） 

第7段階 
・村民税本人課税で、被保険者本人の合計所得金額

が 120万円以上、210万円未満の方 

52,634円 

(4,386円） 

第8段階 
・村民税本人課税で、被保険者本人の合計所得金額

が210万円以上、320万円未満の方 

60,732円 

(5,061円） 

第9段階 
・村民税本人課税で、被保険者本人の合計所得金額

が320万円以上の方、410万円未満の方 

68,829円 

(5,735円） 

第 10段階 
・村民税本人課税で、被保険者本人の合計所得金額

が410万円以上の方、500万円未満の方 

76,927円 

(6,410円） 

第 11段階 
・村民税本人課税で、被保険者本人の合計所得金額

が500万円以上の方、590万円未満の方 

85,024円 

(7,085円） 

第 12段階 
・村民税本人課税で、被保険者本人の合計所得金額

が590万円以上の方、680万円未満の方 

93,122円 

(7,760円） 

第 13段階 
・村民税本人課税で、被保険者本人の合計所得金額

が680万円以上の方 

97,171円 

(8,097円） 

 

【65歳以上の方（第 1号被保険者）の介護保険料】 

●問合せ先 村民課住民係 ２―３１１３ 

 

※1 一定の給与所得者と公的年金等の支給を受ける者 

※2 同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の 

被保険者に移行した者を含む。 

太字：今年度変更箇所 

 

 

【軽減判定用の総所得基準額表】 

加入者全員の合計総所得額が基準額以下なら軽減を受けられます。 

軽減割合 軽減判定所得の基準額 

7割軽減 基礎控除額（43万円）以下 

5割軽減 
基礎控除額（43万円）＋29.5万円×（被保険者数※2） 

＋10万円×（給与所得者等※１の数－1）以下 

2割軽減 
基礎控除額（43万円）＋54.5万円×（被保険者数※2） 

＋10万円×（給与所得者等※１の数－1）以下 

 

 

 

 

 国民健康保険は、皆さんが病気やけがをしたときに、安心して医療を受けられるよう「相互に助け合っていく」制度です。また、医療費の

財源は、すべての加入者が収入に応じて納めている保険税や、国・自治体の補助金等になります。 

国保加入の皆様には、税率改正にご理解ご協力をお願いいたします。 
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≪最近、転入届を出された方および１８歳になられた方へ、あなたは有権者でしょうか？≫ 

 あ な た の → 平成１８年 ７月９日以降 → 投票できません 

 生年月日は？ → 平成１８年 ７月８日以前 

↓ 

 小笠原村に転入の 

届出をしたのはいつですか？ 

→ 令和６年３月１９日以前 → 小笠原村で投票できます 

→ 令和６年３月２０日以降 

                            ↓ 

       以前の住所は 

東京都内ですか？ 

→ 都 外 → 投票できません 

→ 都 内 → 前の住所地で投票となります  
 

 

 

 

 

期日前投票所へは、「投票所入場券（ハガキ）」を持参してください。 

東京都知事選挙投票日７月７日（日） 母島６日（土） 
≪告 示 日≫                 ６月２０日（木） 

≪繰上投票日（母島）投票所：母島村民会館≫   ７月 ６日（土）  午前７時から午後７時まで 

≪投 票 日（父島）投票所：地域福祉センター≫ ７月 ７日（日）  午前７時から午後７時まで 

≪開 票 日 開票所：地域福祉センター≫       ７月 ７日（日）  午後８時から 
※投票所へは「入場券」を持参してください 

 

投票日当日の投票時間が変わります 

午 前 ７ 時 か ら 午 後 ７ 時 ま で 

 

【期日前投票について】 

期日前投票を行う日に小笠原村における選挙権を有している方で、投票日当日に投票できない事由(仕事、学業、レジャー、

その他用事、病気、島外滞在等)がある方は、期日前投票ができます。 

《期日前投票の場所と期間》 ※正午～午後１時３０分及び土日も投票できます(入場券を持参してください) 

父島：小笠原村役場 ６月２１日(金)～７月６日(土)午前８時３０分～午後８時 
母島：母島支所   ６月２１日(金)〜７月５日(金)午前８時３０分～午後６時 

【父島～母島間で、６月１７日(月)以降 転居された方の投票について】 

《父島→母島へ転居された方》７月７日(日)の投票日に父島で投票となります。または５日(金)までに母島で期日前投票。 
《母島→父島へ転居された方》７月６日(土)の繰上投票日に母島で投票となります。または６日(土)までに父島で期日前投票。 

【村の選挙人名簿に登録されている方で、小笠原村外に滞在中・予定の方へ(不在者投票について)】 

不在者投票制度を利用して、村外で投票できます。(早めの手続きを推奨します) 

《手続き方法》 

①不在者投票の請求書を村役場総務課または母島支所へ提出(原本の提出)する。 

＊所定の「請求書」に必要事項を記入し、６月２３日(日)までに原本を提出。 

＊内地から提出(請求)する場合には、６月２０日(木)東京発のおがさわら丸に間に合うよう郵送してください。 

＊請求書は村 HP〈各課のページ(総務課)→選挙管理委員会〉からもダウンロードできます。 

②小笠原村選挙管理委員会から、６月１８日(火)以降に、滞在先の住所へ投票用紙を郵送します(請求書原本到着後)。 

③投票用紙受領後、滞在先の区市町村選挙管理委員会に持参し、係員の指示に従って投票する。 

【投票可能日：６月２１日(金)以降】 

④不在者投票を行った選挙管理委員会等から小笠原村選挙管理委員会まで、投票済み投票用紙が郵送される。 

＊郵便(投票済み投票用紙)が７月３日(水)東京発のおがさわら丸に間に合う必要があります。 
＊その後の便では、７月７日(日)の投開票日までに投票用紙の到着が間に合わず、投票は無効となります。 

【感染症対策について】 

不特定多数の方の来場、高齢者、持病がある方の来場もありますので、引き続き感染症対策を実施いたします。 

マスクの着用については、個人の判断となります。有権者の皆様のご理解、ご協力をお願いします。 

●問合せ先  小笠原村選挙管理委員会事務局  ２－３１１１ 

 

【前住所地(都内)の選挙人名簿に登録されている方へ】 

不在者投票制度を利用して、村内で投票することもできます。 

《手続き方法》 

① 不在者投票の請求書を前住所地の選挙管理委員会に提出(原本の提出)して、投票用紙を取り寄せる。 

② 小笠原村にて不在者投票をする(投票可能期間:6月 21日(金)～29日(土) ※母島は 28日(金)まで、投票場所:村役場または母島支所) 

※投票済み投票用紙が、投票日当日までに、前住所地の選挙管理委員会へ届くことが必要です。 

※投票用紙の取り寄せには時間がかかりますので、各選挙管理委員会へお早めにお問い合わせください。 
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◎
令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に 

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
（
１０
万
円
給
付
） 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
に
よ
る

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、
国
の
「重
点

支
援
地
方
交
付
金
」を
活
用
し
、
令
和
５
年
度
の
住
民

税
が
均
等
割
の
み
課
税
と
な
っ
た
世
帯
に
対
し
て
物

価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金
（
１０
万
円
）を
支
給
し
ま

す
。 

 【支
給
対
象
世
帯
の
要
件
】 

（１
）基
準
日
（令
和
５
年
12
月
１
日
）に
お
い
て
、
小

笠
原
村
の
住
民
で
あ
る
こ
と
。 

（２
）世
帯
全
員
が
令
和
５
年
度
の
住
民
税
所
得
割
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
（世
帯
全
員
の
令
和
５

年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯
を
除

く
）。 

（３
）住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
は
な
い
こ
と
。 

（４
）租
税
条
約
に
よ
る
住
民
税
の
免
除
を
届
け
出
て

い
る
方
が
い
な
い
こ
と
。 

（５
）す
で
に
他
自
治
体
か
ら
世
帯
主
と
し
て
同
趣
旨

の
給
付
金
（
１０
万
円
）を
受
給
し
た
方
が
い
な
い

こ
と
。 

 

【手
続
き
】 

１
．「確
認
書
」が
届
く
世
帯 

○
令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
者
が
お
ら
ず
、

支
給
対
象
と
な
る
世
帯 

…

「確
認
書
」の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
申
請

期
限
ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
、
ま

た
は
窓
口
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。
「確
認
書
」

の
返
信
や
お
届
け
が
な
い
場
合
は
本
給
付
金
の

給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

２
．申
請
が
必
要
な
世
帯 

○
「１
」以
外
の
対
象
世
帯
で
、
令
和
５
年
１
月
２
日

以
降
に
小
笠
原
村
に
転
入
者
が
い
る
世
帯 

…

申
請
す
る
場
合
は
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（申
請
書
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
（準
備
中
）ま
た
は
、
総
務
課
総
務

係
お
よ
び
母
島
支
所
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。
） 

  

◎
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
の
こ
ど
も
加
算 

令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
で
、

世
帯
の
中
に
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
扶
養
し
て

い
た
18
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
場
合
は
、
こ
ど
も
加

算
と
し
て
児
童
１
人
に
つ
き
、
１
回
に
限
り
５
万
円
を

支
給
し
ま
す
。 

 【支
給
対
象
世
帯
の
要
件
（子
ど
も
加
算
分
）】 

令
和
５
年
度
小
笠
原
村
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税

世
帯
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
（
10
万
円
給
付
）

の
支
給
対
象
世
帯
の
う
ち
、
以
下
に
示
す
加
算
対
象

の
児
童
い
ず
れ
か
と
生
計
を
同
一
に
し
て
い
る
世
帯

に
申
請
書
が
届
き
ま
す
。 

小
笠
原
村
か
ら
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
世
帯
で
、

支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
申
請
書
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

 

【加
算
対
象
と
な
る
児
童
の
要
件
】 

以
下
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
が
加
算
対
象
と

な
り
ま
す
。 

（１
）基
準
日
に
お
い
て
同
一
世
帯
と
な
っ
て
い
る 

平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
児
童 

（２
）基
準
日
の
翌
日
か
ら
令
和
６
年
４
月
30
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
新
生
児 

（３
）基
準
日
に
お
い
て
別
世
帯
だ
が
生
計
を
同
一
に

し
て
い
る
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

児
童 

※
上
記
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
住
民
票
を
移
し
て

い
な
い
施
設
入
所
児
童
分
や
世
帯
主
で
あ
る
児
童

分
は
加
算
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

 

◎
共
通
事
項 

【申
請
書
に
添
付
す
る
必
要
書
類
】 

①
本
人
確
認
書
類
（運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
、
保
険
証
な
ど
）の
コ
ピ
ー 

②
振
込
先
口
座
を
確
認
す
る
た
め
の
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー 

③
令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
区
町
村
が
発
行
す
る
「令
和
５
年
度
住
民
税

課
税
証
明
書
」（「現
住
所
と
令
和
５
年
１
月
１
日

時
点
の
住
所
と
異
な
る
」欄
が
「異
な
る
」に
該
当

す
る
方
全
員
分
） 

 

【申
請
期
限
】７
月
31
日
（水
） 

 

【注
意
事
項
】 

○
こ
の
給
付
金
は
「物
価
高
騰
対
策
給
付
金
に
係
る

差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
差
押
禁
止

及
び
非
課
税
所
得
と
な
り
ま
す
。 

○
給
付
金
受
給
後
、
支
給
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
に
は
給
付
金
を
返
還
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
臨
時
特
別
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
個

人
情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
小
笠
原
村

や
内
閣
府
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話

や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
小
笠
原
村
や
警
察
署
、

警
察
相
談
専
用
電
話
（♯
９
１
１
０
）に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

 

６
月
中
に
小
笠
原
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
書

等
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先
・提
出
窓
口 

 
 
 
 
 
 
 

総
務
課 
総
務
係 

         
 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所 
庶
務
係 

        

３―

２
１
１
１ 

    

                                       

低
所
得
者
支
援
給
付
金
の
お
知
ら
せ 
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東
京
都
内
に
住
所
が
あ
る
方
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト(

旅

券)

に
か
か
る
手
続
き
を
小
笠
原
村
役
場
ま
た
は
母

島
支
所
窓
口
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
か
ら
交
付
ま
で
は
約
１
か
月

か
か
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
た
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。 

ま
た
、
初
め
て
の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の
際
は
、
次
の

３
点
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

①
戸
籍
謄
本(

※) 

②
本
人
の
確
認
の
た
め
の
書
類(

免
許
証
等) 

③
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真 

※
本
籍
地
が
小
笠
原
村
で
な
い
方
の
戸
籍
謄
本
も
令

和
６
年
３
月
よ
り
ご
本
人
に
よ
る
戸
籍
広
域
交
付

申
請
に
よ
り
小
笠
原
村
役
場
、
母
島
支
所
で
も
発

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。(

一
部
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。) 

 

◎
パ
ス
ポ
ー
ト
電
子
申
請
開
始
の
お
知
ら
せ 

 

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
に
電
子
申
請
が

可
能
で
す
。 

 

た
だ
し
、
受
取
り
が
で
き
る
の
は
、
新
宿
・有
楽
町
・

池
袋
・立
川
の
い
ず
れ
か
の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

な
り
ま
す
。 

【電
子
申
請
が
可
能
な
方
】 

○
有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方 

○
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
間
が
１
年
未
満
の
方 

○
パ
ス
ポ
ー
ト
の
記
載
事
項
に
変
更
が
な
い
方 

○
東
京
都
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方 

【ご
用
意
い
た
だ
く
も
の
】 

○
現
在
有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト 

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

○
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

※
こ
れ
ら
は
パ
ス
ポ
ー
ト
受
け
取
り
時
に
も
必
要
で

す
。 

【申
請
方
法
】 

 

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、
パ

ス
ポ
ー
ト
取
得
・更
新
を
選
択
し
、
次
に
旅
券
申
請
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
切
替
申
請
を
選
択
し
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

詳
し
く
は
東
京
都
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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【パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
取
方
法
】 

ご
本
人
が
申
請
時
に
受
け
取
り
窓
口
と
し
て
選
択

し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
り
ま
す
。 

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
ご
持
参
い

た
だ
か
な
い
と
、
新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【手
続
き
に
お
け
る
留
意
事
項
等
】 

①
戸
籍
は
戸
籍
謄
本(

全
部
事
項
証
明
書)

の
み
有
効

で
戸
籍
抄
本(

個
人
事
項
証
明
書)

は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。 

②
査
証
欄(
ビ
ザ
ペ
ー
ジ)

の
増
補
が
廃
止
と
な
り
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
査
証
欄
に
余
白
が
無
く
な
っ
た
時

は
、
有
効
期
間
が
元
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
残
存
有
効

期
間
と
同
じ
で
通
常
よ
り
低
い
手
数
料
で
取
得
す

る
こ
と
が
出
来
る
「残
存
有
効
期
間
同
一
旅
券
」、

あ
る
い
は
切
替
申
請
と
し
て
、
新
た
に
パ
ス
ポ
ー
ト

申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 

２―

３
１
１
３ 

    

６
月
は
、
個
人
住
民
税(

村･

都
民
税)(

第
１
期)

、

国
民
健
康
保
険
税(

第
１
期)

お
よ
び
介
護
保
険
料

(

第
１
期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
７
月
１
日(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

   

２―

３
１
１
２ 

村
民
課 

住
民
係 

   

２―

３
１
１
３ 

 

   

蚊
の
本
格
的
な
発
生
シ
ー
ズ
ン
前
の
６
月
を
「蚊
の

発
生
防
止
強
化
月
間
」と
し
て
集
中
的
な
啓
発
活
動

を
実
施
し
ま
す
。 

デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
蚊
が

媒
介
す
る
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
蚊
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、  

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

皆
さ
ん
で
協
力
し
、
身
の
ま
わ
り
の
蚊
の
発
生
防
止

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

《対
策
の
ポ
イ
ン
ト
》 

【幼
虫
対
策
】 

○
不
要
な
た
ま
り
水
を
な
く
す 

例
：植
木
鉢
の
受
皿
、
空
き
缶
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど 

【成
虫
対
策
】 

○
草
む
ら
は
定
期
的
に
手
入
れ
を
す
る 

○
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、

必
要
に
応
じ
て
虫
避
け
剤
も
活
用 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

   
５
月
31
日
付 

【退
職
者
】《 

》内
は
旧
所
属 

石
川 
哲
也
（技
師
）《母
島
支
所
施
設
係
》 

 ６
月
１
日
付 

【採
用
（主
任
級
）】 

 

医
療
課
診
療
所
係
（母
島
診
療
所
） 

細
矢 
利
奈
〔助
産
師
〕 

 

  

村
民
の
皆
様
よ
り
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
令

和
７
年
度
か
ら
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
用
図
書
の

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【展
示
期
間
】 

６
月
３
日(

月)

～
28
日(

金)

ま
で 

※
父
島
・母
島
と
も
に
土
日
を
除
く 

【展
示
時
間
】 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
ま
で 

※
母
島
は
正
午
～
午
後
１
時
30
分
ま
で
を
除
く 

【展
示
場
所
】 

《父
島
》村
役
場 

第
一
庁
舎 

《母
島
》母
島
支
所 

 ●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２―

３
１
１
７ 

     

小
笠
原
小
・中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
「ベ
ル
マ
ー
ク
」

を
集
め
て
学
校
に
必
要
な
教
材
備
品
を
整
備
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

「ベ
ル
マ
ー
ク
」や
「使
用
済
み
イ
ン
ク
ト
ナ
ー
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
」(

キ
ャ
ノ
ン
・エ
プ
ソ
ン
・ブ
ラ
ザ
ー
各
社
純

正
品
の
み)

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
収
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【回
収
箱
設
置
場
所
】 

○
小
笠
原
小
中
学
校
各
玄
関 

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

○
村
役
場
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 
 

２―

２
０
１
２

小
笠
原
中
学
校 

 
 

２―

２
５
０
２ 

    

パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
す
る
方
へ
の
お
願
い 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

６
月
は
蚊
の
発
生
防
止
強
化
月
間 

 

た
ま
り
水
、
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

中
学
校
教
科
用
図
書
見
本
展
示
会 

「ベ
ル
マ
ー
ク
」 

「使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
」 

回
収
に
ご
協
力
を 
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東
京
都
で
は
こ
の
た
び
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発

計
画
の
素
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
公
表
し

ま
す
。 

こ
の
計
画
は
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置

法
に
基
づ
い
て
国
が
策
定
し
た
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の
小
笠
原
諸

島
に
お
け
る
振
興
開
発
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。 

今
後
、
都
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
募
集
し
、
本
年
８

月
を
目
途
に
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
を
策
定
・ 

公
表
す
る
予
定
で
す
。 

【募
集
内
容
】 

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画(

素
案)

に
関
す
る
こ
と 

【素
案
の
閲
覧
場
所
】 

○
小
笠
原
支
庁 

○
都
民
情
報
ル
ー
ム 

(

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
３
階
北
側) 

○
東
京
都
総
務
局
行
政
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

s
://w

w
w

.so
u
m

u
.m

e
tro

.to
k
y
o
.lg

.

jp
/0

5
g
y
o
u
se

i/0
6
sh

in
k
o
u
o
g
a
s
a
w

a
ra

2
0
2
4
s
o
a
n
.h

tm
l 

   【募
集
期
間
】６
月
27
日(

木)

ま
で(

消
印
有
効) 

【募
集
方
法
】 

《郵
送
》〒
１
６
３―

８
０
０
１ 

 
 
 
 
 

東
京
都
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

 
 
 
 
 

小
笠
原
振
興
担
当 

《専
用
フ
ォ
ー
ム
》http

s
://w

w
w

.s
h
in

s
e
i.e

lg
-

fro
n
t.jp

/to
k
y
o
2
/u

k
e
ts

u
k
e
/fo

rm
.d

o
?

id

=
17

12
9
0
0
2
2
3
17

3
 

  

詳
し
く
は
、
東
京
都
総
務
局
行
政
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

小
笠
原
振
興
担
当
０
３―

５
３
８
８―

２
４
４
５ 

村
役
場
総
務
課
企
画
政
策
室 

   

２―

３
１
１
１ 

    

村
民
の
皆
様
に
向
け
た
行
文
線
整
備
事
業
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
小
笠
原
支
庁
と
小
笠
原
村
と
で
整
備

に
向
け
た
検
討
を
重
ね
、
昨
年
度
よ
り
準
備
工
事
に

着
手
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
の
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
を
整
備
す
る
際
に
必
要

と
な
る
施
工
ヤ
ー
ド
を
確
保
す
る
た
め
、
仮
桟
橋
を

設
置
す
る
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

【日
時
】６
月
７
日(
金)

午
後
３
時
～
／
午
後
７
時
～ 

※
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
程
度 

【会
場
】 

小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室 

【内
容
】 

仮
桟
橋
の
施
工
手
順
や
安
全
対
策
、
環
境
配
慮
事

項
等 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
道
路
河
川
担
当
２―

２
１
６
３ 

村
役
場
総
務
課 

       
 
 
  

 
 

２―

３
１
１
１ 

   

日
頃
か
ら
郵
便
局
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
年
々

到
着
す
る
荷
物
が
増
加
し
て
お
り
、
入
港
日
に
お
届

け
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

入
港
日
の
う
ち
に
ゆ
う
パ
ッ
ク
を
お
受
け
取
り
に

な
り
た
い
方
は
、
入
港
日
の
前
日
ま
で
に
郵
便
局
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
集
配
作
業
所 

 
 
 
 
 

２―

３
１
２
９ 

小
笠
原
郵
便
局 

 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
１
０
１ 

   
 

 

昨
今
の
燃
料
価
格
上
昇
や
諸
経
費
の
高
騰
に
伴
い
、

２
０
２
４
年
９
月
１
日
宿
泊
分
よ
り
島
嶼
会
館
の
宿

泊
料
金
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                     

●
問
合
せ
先 

 

島
嶼
会
館 

 
 
 

０
３―
３
４
３
７―

３
０
６
１ 

   

「不
用
品
交
換
会
」と
は
、
家
で
不
用
と
な
っ
た
も

の
を
会
場
に
も
っ
て
き
て
も
ら
い
、
そ
の
品
物
を
欲
し

い
人
が
も
ら
っ
て
い
く
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
会
で
す
。

代
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。 

持
っ
て
く
る
だ
け
、
持
っ
て
帰
る
だ
け
で
も
構
い
ま

せ
ん
。 

【日
時
】 

６
月
15
日(

土)

午
前
９
時
30
分
～
11
時
３０
分 

(

会
場
持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
～) 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

※
テ
レ
ビ
等
リ
サ
イ
ク
ル
料
の
か
か
る
品
物
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

※
会
場
の
準
備
、
片
付
け
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
た

だ
く
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

不
用
品
交
換
会(

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会) 

２―

２
４
８
６ 

  

◎
パ
ー
ト
職
員 

父
島 

１
名  

【仕
事
内
容
】調
理
員
：デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
で
の
調
理 

【資
格
】 

特
に
な
し(

料
理
好
き
な
方) 

【勤
務
時
間
】① 

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分 

② 

午
前
11
時
～
午
後
２
時  

③ 

午
後
４
時
45
分
～
６
時 

  
 
 
 
 
(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
時
の
夕
食) 

【休
日
】シ
フ
ト
勤
務 (

基
本
土
日
・祝
日) 

祝
日
営
業
あ
り(

年
６
回
く
ら
い) 

※
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
実
施
時
の
夕
食
業
務
は
土
日
祝

日
あ
り 

※
土
日
、
祝
日
勤
務
歓
迎 

 

【給
与
】時
給
１
２
０
０
円
～  

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

明
老
会  

 
 
 
 
 

２―

３
９
１
１ 

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画(

素
案) 

公
表
・意
見
募
集 

行
文
線
整
備
事
業 

（父
島
） 

仮
桟
橋
設
置
工
事
に
伴
う
工
事
説
明
会 

小
笠
原
郵
便
局
か
ら
の
お
願
い 

島
嶼
会
館
の
料
金
改
定 

「不
用
品
交
換
会
」を
開
催
し
ま
す(

父
島) 

明
老
会
職
員
募
集 

■新料金(島民)

１人宿泊
２人宿泊
(１人に付)

３人宿泊
(１人に付)

４人宿泊
(１人に付)

和室(１６．８㎡) ７,４００円 ６,８００円 ６,２００円

和室(２２．０㎡) ７,５００円 ６,９００円 ６,３００円 ５,７００円

洋室シングル
(１５．０㎡/E１８．０㎡)

７,３００円 ５,７００円

洋室ツイン・ユニバーサル
(２２．０㎡/２８．２㎡)

７,５００円 ６,９００円

※小学生料金　５,３００円
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【実
施
日
程
】６
月
19
日(

水) 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

  
２―

３
１
１
３ 

   

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー
ト

専
門
家
グ
ル
ー
プ
」に
よ
り
「第
46
回
く
ら
し
の
法

律
・税
金
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

◎
く
ら
し
の
法
律
相
談
・税
金
相
談 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
、
相
続
の
相
談
等
に
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

公
証
人
に
遺
言
な
ど
公
正
証
書
の
相
談
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
作
成(

有
料)

を
希
望
す
る
場
合
に

は
事
前
準
備
が
あ
る
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

《父
島
》 

【日
時
】７
月
11
日(

木)

午
後
６
時
～
８
時 

７
月
12
日(

金)

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《母
島
》 

【日
時
】７
月
11
日(

木)

午
後
６
時
～
８
時 

７
月
12
日(

金)

午
前
９
時
～
午
後
１
時 

【場
所
】母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方

は
、
専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
相
談
会
場
以
外
の
出
張
相
談
も
承
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

○
村
民
課 

住
民
係 

 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
３ 

○
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話  

０
３―

５
９
１
９―

３
５
３
０ 

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】６
月
28
日(

金) 

【実
施
時
間
】午
前
10
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(
受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分) 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

     

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

   

【日
時
】６
月
11
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【お
知
ら
せ
】 

〇
今
年
も
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。 

６
月
３
日(

月)

～
７
月
10
日(

水)

の
期
間
中
に
、

申
告
書
の
提
出
及
び
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。(

事
業
所
移
転
等
の
理
由
に
よ
り
、
年
度
更
新
の

書
類
が
届
い
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
主
査

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。) 

※
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働
保
険

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す(

農
林
水
産
の
一

部
の
事
業
は
除
き
ま
す)

。 

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労

働
保
険
の
手
続
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に

手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

〇
６
月
は
全
国
安
全
週
間
の
準
備
期
間
で
す
。 

厚
生
労
働
省
で
は
、
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働

災
害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
７
月
１
日
～
７
日
ま
で
全
国
安
全
週
間
を
実
施

し
て
お
り
、
６
月
１
日
～
30
日
を
準
備
期
間
と
し
て 

り
ま
す
。 

 

各
事
業
場
で
労
働
災
害
減
少
の
た
め
の
取
組
を
実

施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

《今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
》 

「危
機
に
気
付
く
あ
な
た
の
目 

そ
し
て
摘
み
取
る 

危
険
の
芽 

み
ん
な
で
築
く
職
場
の
安
全
」 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

      

６
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【父
島
】 

《日
時
》 

６
月
６
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》 

小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》 

６
月
６
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》 

母
島
診
療
所 

 

【接
種
可
能
予
防
接
種
】 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

予
約
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 

３―

２
１
１
１ 

  

今
回
の
健
診
は
小
児
科
専
門
医
を
招
へ
い
し
、
実

施
し
ま
す
。 

対
象
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【父
島
】  

《日
時
》 

６
月
23
日(

日) 

受
付
時
間 

午
後
１
時
～
３
時 

月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金

1 3 5 1 　 1 3 5 　 2 2 4 6

8 10 12 8 10 3 5 7 8 10 12 5 7 9 9 11 13

15 17 19 13 15 17 10 12 14 17 19 14 16 18 20

22 24 26 20 22 24 17 19 21 22 24 26 19 21 23 25 27

27 29 31 24 26 28 29 31 26 28 30 30

※　斜線の日程（祝日)は、相談はお休みです。

※　「島しょ法律相談」は、令和６年度下半期にも実施します。

令和６年度　上半期　島しょ法律相談日　カレンダー

令和６年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

行
政
相
談
所
の
開
設 

第

回
く
ら
し
の
法
律
・税
金
相
談 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 「島
し
ょ
法
律
相
談
」の
ご
案
内 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

定
期
予
防
接
種 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 
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《場
所
》 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【母
島
】 

《日
時
》 
６
月
21
日(

金) 
受
付
時
間 

午
後
３
時
～
４
時 

《場
所
》 

母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

   
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

お
子
さ
ん
の
「好
き
嫌
い
が
激
し
い
」、
「手
先
が
不

器
用
」、
「落
ち
着
か
な
い
」な
ど
気
に
な
る
行
動
に
対

し
て
「強
制
を
し
な
い
」、
「否
定
を
し
な
い
」と
い
っ
た

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
声
掛
け
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
子

ど
も
の
発
達
に
合
わ
せ
て
、
公
認
心
理
師
が
お
話
し

ま
す
。 

【母
島
】  

《日
時
》６
月
３
日(

月) 

午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分 

《会
場
》母
島
支
所
大
広
間 

【父
島
】  

《日
時
》６
月
５
日(

水) 

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分 

《会
場
》福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【申
し
込
み
】必
要 

【申
込
締
切
】母
島 

６
月
３
日(

月)

午
前 

父
島 

６
月
４
日(

火) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係          

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
           

３―

２
１
１
１ 

  

栄
養
士
か
ら
離
乳
食
の
進
め
方
、
作
り
方
を
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
食
に
つ
い
て
の
ご
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。 

【対
象
者
】 

お
お
よ
そ
４
か
月
～
12
か
月
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【日
時
】６
月
17
日(

月)

午
前
10
時
～
11
時
３０
分 

【場
所
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【持
ち
物
】お
子
さ
ん
用
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

【申
し
込
み
】必
要 

【申
込
締
切
】６
月
13
日(

木) 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

  

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ
る

お
話
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
、
歯
に
関
す
る
相
談
が
で
き

る
会
を
開
催
し
ま
す
。
も
う
一
度
、
一
緒
に
歯
の
磨

き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？  

【対
象
者
】０
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者 

【日
時
】６
月
13
日(

木) 

０
～
１
歳
ク
ラ
ス:

午
前
９
時
30
分
～
10
時
３０
分 

２
～
３
歳
ク
ラ
ス:

午
前
10
時
３０
分
～
11
時
３０
分 

【場
所
】母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

【持
ち
物
】い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
手
鏡
、 

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

【申
し
込
み
】必
要 

【申
込
締
切
】６
月
12
日(

水) 

 

●
申
込
み
・問
合
わ
せ
先 

母
島
支
所
３―
２
１
１
１ 

     

好
評
に
つ
き
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
北
港
ま
で
の
約

10
キ
ロ
で
す
。
帰
り
は
車
で
母
島
支
所
ま
で
お
送
り

し
ま
す
。
車
両
送
迎
の
た
め
必
ず
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。
皆
様
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

【日
時
】６
月
８
日(

土)

午
前
８
時
～
正
午 

(

受
付
時
間
：午
前
７
時
45
分
～
８
時) 

【対
象
者
】
18
歳
以
上
の
方 

【集
合
場
所
】母
島
支
所
駐
車
場 

【持
ち
物
】運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物(

１
リ
ッ
ト
ル

以
上
を
お
勧
め
し
ま
す) 

【申
込
締
切
】６
月
７
日(

金) 

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
判
断
に
迷
わ
れ
る
方
は
、
当

日
の
午
前
７
時
以
降
に
０
８
０―

８
８
６
７―

３

４
３
２
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

母
島
支
所
３―

２
１
１
１ 

      

小
笠
原
村
診
療
所
・母
島
診
療
所
・有
料
老
人
ホ
ー

ム
『太
陽
の
郷
』で
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、
来
所
時

に
は
必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 

   

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》６
月
13
日(

木)

～
17
日(

月) 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：６
月
13
日
午
前
中(

学
校
健
診)･

15
日(

土)

は
休
診
で
す] 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》６
月
10
日(

月)･
11
日(

火) 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：６
月
10
日
午
前
中(

学
校
健
診)

は
休
診
で
す] 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所  

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所   

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》６
月
24
日(

月)

午
前
９
時
～
正
午 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》６
月
22
日(

土)

午
前
９
時
～
正
午 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所  

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
  

 
 
 

母
島
診
療
所  

 
 
 

３―

２
１
１
５ 

  

全
て
予
約
制
で
す
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》７
月
１
日(

月)

～
５
日(

金) 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：７
月
３
日(

水)

は
休
診
で
す] 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》６
月
28
日(

金) 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

【予
約
受
付
】 

平
日(

水
曜
日
を
除
く)

午
後
１
時
30
分
～
５
時

の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
   

母
島
診
療
所 

 
 
   

３―

２
１
１
５ 

 

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

「子
ど
も
の
発
達
～
行
動
の
理
解
と
関
わ
り
方
～
」 

育
児
学
級(

離
乳
食
の
会)(

父
島) 

育
児
学
級(

歯
科
の
会)(

母
島) 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室(

母
島) 

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
～
北
港
ま
で
～ 

マ
ス
ク
着
用
の
お
願
い 

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 

小
児
科
専
門
診
療 

産
科
・婦
人
科
専
門
診
療 
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６
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に
な

い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

◎
八
丈
島
寄
港
便 

６
月
20
日(

木)

東
京
竹
芝
発
～
24
日(

月)

父
島

発
の
日
程
で
八
丈
島
寄
港
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
通

常
と
運
航
時
刻
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
乗
船
予
定
の

方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 東
京
発
20
日(

木) 

午
前
10
時
～ 

同
日
午
後
５
時
50
分
頃 

 

八
丈
島
底
土
港
着
・乗
船
後
出
港 

～
父
島
着 

21
日(

金)

午
前
10
時
４０
分 

 

父
島
発
24
日(

月)

午
後
３
時
～ 

25
日(

火) 

午
前
７
時
30
分
頃 

 

八
丈
島
底
土
港
着
・下
船
後
出
港 

～
東
京
着 

25
日(

火)

午
後
３
時
40
分 

 
※
海
況
不
良
等
で
八
丈
島
に
寄
港
で
き
な
い
場
合
は
、

各
港(
父
島
・竹
芝)

に
直
行
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 

父
島
営
業
所 

２―

２
５
０
０ 

       

ア
リ
類
に
つ
い
て
、
特
に
父
島
列
島
に
生
息
す
る
外

来
種
の
ア
シ
ジ
ロ
ヒ
ラ
フ
シ
ア
リ
の
生
態
や
侵
略
性
、

防
除
事
例
等
の
話
を
、
昆
虫
分
類
系
統
学
の
ア
リ
類

の
専
門
家
で
あ
る
寺
山
守
先
生(

東
京
都
立
大
学)

が

講
演
し
ま
す
。 

【日
時
】６
月
10
日(

月) 

午
後
６
時
30
分
～
１
時
間
半
程
度 

【場
所
】小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

【講
演
内
容
】 

○
ア
リ
全
般
の
話 

○
ア
シ
ジ
ロ
ヒ
ラ
フ
シ
ア
リ
と
は 

○
そ
の
防
除
方
法
開
発
の
歴
史 

○
防
除
試
験
・実
施
例
の
紹
介 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

 
 
 
 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

     

狂
犬
病
は
感
染
し
た
動
物(

主
に
イ

ヌ)

に
咬
ま
れ
た
部
位
か
ら
人
に
感
染

し
、
発
症
後
の
有
効
な
治
療
法
が
な
い

病
気
で
す
。 

日
本
で
は
、
現
在
、
狂
犬
病
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
海
外
船
舶
か
ら
の
不
法
上
陸

犬
や
、
未
検
疫
動
物
の
侵
入
等
、
海
外
か
ら
の
狂
犬

病
の
侵
入
の
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。 

国
内
で
飼
わ
れ
て
い
る
犬
が
、
狂
犬
病
予
防
注
射

で
免
疫
さ
れ
て
い
れ
ば
、
万
が
一
、
狂
犬
病
が
国
内
に

侵
入
し
た
と
し
て
も
、
国
内
で
の
犬
を
介
し
た
狂
犬

病
の
ま
ん
延
、
す
な
わ
ち
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
あ
な
た
の
犬
を
守
る
た
め

だ
け
で
な
く
、
家
族
を
、
そ
し
て
社
会
を
守
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
で
す
。 

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
30
日
以

内
に
、
翌
年
以
降
は
毎
年
１
回(

基
本
的
に
４
月
～
６

月)

に
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
狂
犬

病
予
防
法
施
行
規
則
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
お
済
み
で
な
い
場
合
、
早
め
に
接
種
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
村
内
で
接
種
す
る
場
合
は
、
小
笠
原
動

物
対
処
室(

０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６)

に
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。 

接
種
し
た
と
き
は
、
「注
射
済
票
」の
交
付
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
接
種
先
で
渡
さ
れ
た
注
射
済
証
ま
た
は

動
物
対
処
室
の
接
種
の
領
収
書
を
、
環
境
課
ま
た
は

母
島
支
所
の
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 
自
然
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

 

   

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
」を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

○
６
月
11
日(

火)

午
前
11
時
～
正
午
／ 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

○
６
月
12
日(

水)

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

【場
所
】 

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、
小

型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き
か

か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

○
診
療
・相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

           

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,476 等級 大人 小人 学生

61,380 52,520 30,690 (+2,548) 5,140 2,570 4,120

(+11,880) (+10,170) (+5,940) 17,200 (+1,190) (+590) (+960)

44,330 35,470 22,170 (+2,372) 6,170 3,090

(+8,580) (+6,870) (+4,290) 15,822 (+1,430) (+720)

33,400 26,720 16,700 (+2,182) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+6,470) (+5,170) (+3,240) 1,851

29,320 23,460 14,660 (+255)

(+5,680) (+4,540) (+2,840) 1,378 9,969

等級 村民 村民小人 身障者 (+190) (+1,521)

48,090 24,050 30,690 9,346

(+9,310) (+4,660) (+5,940) (+1,426)

31,040 15,520 22,170 8,723

(+6,010) (+3,000) (+4,290) (+1,331)

23,380 11,690 16,700 998

(+4,520) (+2,260) (+3,240) (+152)

20,530 10,270 14,660 753

(+3,980) (+1,990) (+2,840) (+115)

6月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ア
リ
の
話 

～
ア
シ
ジ
ロ
ヒ
ラ
フ
シ
ア
リ

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
～ (
講
演
会) 

狂
犬
病
予
防
注
射
は
６
月
ま
で
に 

済
ま
せ
ま
し
ょ
う 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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◎
小
笠
原
村
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
つ
い
て 

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農

業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【作
業
区
域
】 

夜
明
道
路
～
湾
岸
通
り
・巽
道
路
の
周
辺
・ 

北
袋
沢
～
小
港
海
岸
・中
山
峠
の
周
辺 

※
主
に
道
路
沿
い
を
周
回
し
ま
す
。 

※
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域
に
入
る

際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【作
業
日
程
】 

６
月
７
日(

金)

、
13
日(

木)

、
19
日(

水)

、 

２５
日(

火) 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
    

２―

３
１
１
４ 

 

◎
東
京
都
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除
に
つ
い
て 

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
国

有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
い

た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー

ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
６
時
～
午
後
２
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【作
業
区
域
】 

巽
湾
周
辺
～
小
港
ま
で
の
沿
岸
お
よ
び
そ
の
周
辺

山
域(

住
宅
地
及
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く)

※
別
図
参
照 

【作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

６
月
１
日(

土) 

三
日
月
山
・大
滝
・沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し 

６
月
２
日(

日) 

赤
旗
山
・巽
谷
・中
海
岸
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し 

６
月
３
日(

月) 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

６
月
８
日(

土) 

天
之
浦
山
・巽
崎
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止

め
区
間
な
し 

６
月
９
日(

日) 

三
日
月
山
・大
滝
・沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し 

６
月
14
日(

金) 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

６
月
15
日(

土) 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

６
月
20
日(

木) 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

６
月
21
日(
金) 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

６
月
26
日(

水) 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

６
月
27
日(

木) 

三
日
月
山
・大
滝
・沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

   

今
年
４
月
、
外
来
種
の
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が
南
島

で
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
南
島
に
は
、
父
島
で
は

ア
ノ
ー
ル
に
捕
食
さ
れ
て
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
小
笠
原
固
有
の
昆
虫
が
今
も
暮
ら
し
て
お

り
、
植
物
の
花
粉
を
運
ぶ
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
南
島
の
貴
重
な
昆
虫
を
保
全
す
る
た
め

の
対
策
と
し
て
、
粘
着
ト
ラ
ッ
プ
等
に
よ
る
ア
ノ
ー
ル

の
駆
除
・侵
入
状
況
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
・ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【実
施
期
間
】６
月
末
頃
ま
で 

【実
施
機
関
】 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
、
小
笠
原
諸

島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
、
小
笠
原
総
合
事
務

所
国
有
林
課
、
東
京
都
小
笠
原
支
庁
、
小
笠
原
村 

【協
力
団
体
】 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
小
笠
原
野
生
生
物
研
究
会 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 ２-

７
１
７
４ 

   

５
月
30
日(

ご
み
ゼ
ロ
の
日)

～
６
月
８
日(

世
界

海
洋
デ
ー)

前
後
ま
で
を
、
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
と

定
め
、
毎
年
、
日
本
全
国
で
海
洋
ご
み
削
減
の
た
め
の

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
各

ビ
ー
チ
に
海
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
。
ご

家
族
な
ど
で
ビ
ー
チ
に
お
出
か
け
の
際
は
、
海
ご
み

の
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

【実
施
期
間
】５
月
30
日(

木)

～
６
月
８
日(

土) 

【場
所
】宮
之
浜
、
大
村
海
岸
、
製
氷
海
岸
、
扇
浦
海
岸 

【共
催
】 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
、 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

【協
力
】 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
、 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
、
小
笠
原
村 

【そ
の
他
】 

集
積
し
た
海
ご
み
は
回
収
し
て
分
別
し
ま
す
。
回

収
量
や
ゴ
ミ
の
種
類
な
ど
の
結
果
は
、
村
民
だ
よ
り

で
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 ２―

７
１
７
４ 

     

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る

場
合
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
講
習
は
講
習
資
料
を
配
付
し
て
、
各
自
で

受
講
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
書
類
の
提
出
を
も
っ
て

講
習
修
了
と
し
ま
す
。 

次
の
目
的
で
講
習
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
に
て
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で

に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 ◎
村
民
レ
ク
簡
易
講
習 

(

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て
指

定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方) 

父
島
お
よ
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
講
習
を
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「年
間
パ
ス
」の
携
行
が
必
要
で
す
。 

 

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
・排
除 

(

父
島) 

南
島
の
ア
ノ
―
ル
捕
獲
大
作
戦  

小
笠
原 

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク 

(

海
岸
清
掃) 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会 
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◎
調
査
研
究
簡
易
講
習 

(
調
査
・研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ
る

方) 森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の
各
自

受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
い
ず
れ
の
講
習
も
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま

す
。
有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
再
度
、
講
習
の
受
講
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

【パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
配
布 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
必
要
書
類
を
受
講
締

切
日
ま
で
に
提
出 

④
講
習
修
了
書
・入
林
許
可
書
・年
間
パ
ス
又
は
腕
章

の
交
付 

【受
講
締
切
日
】６
月
21
日(

金) 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 

２―

２
１
０
３ 

   

【６
月
の
開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日 

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【特
別
展
】 

○
写
真
展
「昔
の
小
笠
原
」(

新
館)

開
催
中 

明
治
８
年
に
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
様
々
な
写
真
、

戦
前
～
戦
後
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
風
景
や
建
物
、

島
民
の
暮
ら
し
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。 

 【講
演
会
】 

①
速
報
！
母
島
列
島
で
オ
ニ
ヒ
ト
デ
が
大
発
生
！ 

[

内
容] 

今
年
３
月
に
母
島
列
島
の
向
島
に
お
い
て
オ
ニ
ヒ

ト
デ
の
大
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
父
島
二
見
湾

で
の
発
生
状
況
も
交
え
て
、
現
状
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

[

演
者]

飴
田
洋
祐(

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所) 

 

②
棘
皮
動
物(

き
ょ
く
ひ
ど
う
ぶ
つ)

の
話 

[

内
容] 

演
者
が
現
在
携
わ
っ
て
い
る
ウ
ミ
ユ
リ
、
ヒ
ト
デ
、

ク
モ
ヒ
ト
デ
、
ウ
ニ
お
よ
び
ナ
マ
コ
に
つ
い
て
の
概
要

を
お
話
し
す
る
と
と
も
に
、
以
前
撮
影
し
た
小
笠
原

に
生
息
す
る
棘
皮
動
物
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
実

物
の
ウ
ニ
の
殻
の
観
察
も
行
い
ま
す
。 

[

演
者] 

幸
塚
久
典(

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究 

科
附
属
臨
海
実
験
所 

技
術
専
門
職
員) 

 

《日
時
》６
月
28
日(

金)

午
後
７
時
～
９
時 (

予
定) 

《場
所
》 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館 

《主
催
》 (

一
社)

ビ
ー
ア
イ
オ
ー 

《共
催
》 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所 

《協
力
》公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
０
０
１ 

     

「２
０
２
３
／
２
４
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
を
振
り

返
っ
て
」 

 

今
年
も
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
る
時

期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
３/

２
４
シ
ー
ズ
ン
の

幕
開
け
と
な
っ
た
の
は
昨
年
11
月
２
日
。
父
島
で
確

認
さ
れ
た
１
頭
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

初
ク
ジ
ラ
で
し
た｡

12
月
か
ら
は
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
展
望
台
か
ら
の
毎
朝
30
分
間
の
定
点
目
視
観
測

も
始
ま
り
、
こ
こ
半
年
間
の
村
民
だ
よ
り
で
そ
の
途

中
経
過
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
５
月
末
を
も
っ

て
半
年
間
の
観
測
も
終
了
と
い
う
こ
と
で
、
改
め
て

そ
の
観
測
結
果
か
ら
今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

の
来
遊
状
況
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

シ
ー
ズ
ン
序
盤
と
な
る
12
月
前
半
の
発
見
数
は
平

均
１
頭
程
で
し
た
が
、
後
半
に
は
平
均
約
６
頭
と
順

調
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
１
月
に
入
る
と
発
見
数

は
急
増
し
、
前
半
の
時
点
で
平
均
約
16
頭
と
過
去
２

シ
ー
ズ
ン
を
大
き
く
上
回
り
、
後
半
に
な
る
と
30
分

間
で
30
頭
以
上
確
認
さ
れ
る
日
も
出
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
月
前
半
に
は
平
均
発
見

数
が
過
去
最
高
と
な
る
約
30
頭
を
記
録
し
ま
し
た
。  

し
か
し
、
こ
れ
が
今
シ
ー
ズ
ン
の
観
測
ピ
ー
ク
と
な
り
、

２
月
後
半
ま
で
は
昨
シ
ー
ズ
ン
以
上
の
高
い
水
準
を

保
ち
な
が
ら
も
、
３
月
以
降
は
発
見
数
が
ど
ん
ど
ん

減
少
し
て
い
き
、
４
月
前
半
に
は
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
を

大
幅
に
下
回
る
平
均
10
頭
程
と
な
り
ま
し
た
。
４
月

後
半
は
ひ
と
踏
ん
張
り
し
た
よ
う
で
、
昨
シ
ー
ズ
ン

と
同
程
度
の
数
が
確
認
さ
れ
、
５
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、

前
半
ま
で
で
観
測
を
実
施
で
き
た
計
９
日
の
う
ち
計

８
日
で
ク
ジ
ラ
の
姿
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
シ
ー
ズ
ン
を
総
括
す
る
と
、
序
盤
か
ら
の
増
加

が
早
か
っ
た
上
に
、
ピ
ー
ク
時
の
密
度
も
高
か
っ
た
分
、

後
半
の
減
り
方
も
一
層
早
く
感
じ
ら
れ
た
、
そ
ん
な

シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

                

さ
て
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
・ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

や
沖
合
域
で
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
メ

イ
ン
と
な
り
ま
す
。
海
へ
遊
び
に
出
か
け
ら
れ
る
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
安
全
に
ご
注
意
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
を
観
察
す

る
際
の
自
主
ル
ー
ル
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル 

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

 
 
 

２―

３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
２７７

 

―

波
打
ち
際
に
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ―

 

 

４
月
下
旬
、
天
然
浜
で
の
産
卵
調
査
中
の
こ
と
。
調

査
す
る
砂
浜
へ
船
で
向
か
い
上
陸
す
る
た
め
、
浜
の
近

く
で
ア
ン
カ
ー
を
落
と
し
て
い
る
と
、
真
っ
昼
間
だ
と

い
う
の
に
波
打
ち
際
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
姿
を
発
見
。
船
か

ら
様
子
を
伺
う
と
、
弱
っ
た
り
、
死
ん
で
い
る
よ
う
で

は
な
い
様
子
。
上
陸
し
て
し
ば
ら
く
調
査
を
し
て
い

る
と
、
気
が
済
ん
だ
の
か
ゆ
っ
く
り
と
海
に
帰
っ
て
行

き
ま
し
た
。
こ
の
光
景
は
今
の
時
期
、
稀
に
見
ら
れ
る

甲
羅
干
し
の
行
動
で
、
バ
ス
キ
ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
ウ
ミ
ガ
メ
に
限
ら
ず
、
爬
虫
類
に
多
く
み
ら
れ
る

行
動
で
す
が
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
行
動
を
す
る

の
か
詳
細
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
飼
育
環
境
で
は
、

体
を
温
め
る
こ
と
で
基
礎
代
謝
を
上
げ
、
病
気
の
予

防
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
笠

原
で
バ
ス
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
母
ガ
メ
た
ち
は
、
代
謝

を
上
げ
る
こ
と
で
、
卵
の
発
達
を
促
進
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
通
常
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
バ
ス
キ
ン
グ

は
人
影
が
少
な
い
海
岸
で
行
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ハ
ワ
イ
の
よ
う
に
観
光
客
が
訪
れ
る
海
岸
で

頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
も
し
見

か
け
て
も
、
遠
く
か
ら
優
し
く
見
守
っ
て
あ
げ
る
と
、

じ
っ
く
り
と
ウ
ミ
ガ
メ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ま
も
見
つ
け
た
際
は
、
ぜ
ひ
優
し
い
目
で
見

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

６
月
～
７
月
は
小
笠
原
諸
島
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の

産
卵
の
ピ
ー
ク
で
す
。
バ
ス
キ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、
産

卵
の
た
め
、
多
く
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
て
き
ま
す
。

人
と
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
が
共
存
で
き
る
よ
う
、
彼
ら

に
優
し
い
観
察
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

●
迷
走
ウ
ミ
ガ
メ
１
１
０
番
！ 

産
卵
に
上
陸
し
て
き
た
お
母
さ
ん
ガ
メ
が
道
路
に

出
て
し
ま
っ
た
り
、
海
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
や
衰
弱
死
に
繋
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
見
つ
け
た
場
合
は
海
洋
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２―

２
８
３
０ 

夜
間
は
０
９
０-

１
４
６
１-

３
１
７
１ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

s://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t 

  

「続
・小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

大
正
時
代
の
終
わ
り
頃
、
チ
ェ
コ
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ

ら
が
来
島
し
、
約
４
か
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。
当
時
の

小
笠
原
の
様
子
を
貴
重
な
挿
絵
と
と
も
に
記
述
し
た

紀
行
書
「OG

A
S
A

V
A

R
A

」(

鈴
木
明
訳)

が
本
村

教
育
委
員
会
保
管
資
料
に
あ
り
ま
す
。 

 大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ
編(

６) 

島
の
人
た
ち
は
生
ま
れ
つ
き
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、

私
た
ち
は
島
の
若
者
が
海
に
潜
る
姿
を
よ
く
見
か
け
、

彼
ら
は
海
に
潜
り
タ
コ
の
頭
を
刺
し
て
獲
っ
て
き
ま

す
。
あ
る
日
消
防
団
の
式
典
が
行
わ
れ
背
中
に
組
織

の
マ
ー
ク
を
付
け
紺
色
の
衣
装
を
着
て
黒
っ
ぽ
い
ズ

ボ
ン
を
は
き
、
頭
に
は
白
い
ス
カ
ー
フ
を
巻
き
付
け
た

若
い
男
達
が
沢
山
宿
屋
の
近
く
に
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
会
食
が
用
意
さ
れ
、
食
事
を
す
る
前
に

梯
子
の
上
で
演
技
の
練
習
が
あ
り
、
一
番
機
敏
な
若

者
が
梯
子
の
上
で
勇
敢
に
演
技
し
て
い
ま
し
た
。
年

配
者
は
夕
暮
れ
近
く
に
な
る
と
日
本
の
細
く
て
長
い

毛
の
よ
う
な
煙
草
を
詰
め
た
長
い
煙
管
を
燻
ら
せ
な

が
ら
、
闘
鶏
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

日
没
も
早
く
な
り
、
短
い
夕
方
が
過
ぎ
て
長
い
夜

が
訪
れ
ま
し
た
。
星
が
と
て
も
大
き
く
見
え
て
月
の

出
て
い
な
い
夜
で
も
辺
り
を
良
く
見
渡
せ
ま
し
た
。

満
月
の
時
は
ま
る
で
昼
間
の
よ
う
に
明
る
か
っ
た
で

す
。
遠
く
の
山
に
灯
が
見
え
ま
し
た
。
灯
は
揺
れ
て
消

え
た
と
思
う
と
今
度
は
少
し
遠
く
に
見
え
ま
し
た
。

あ
れ
は
紙
製
の
提
灯
を
持
っ
た
人
が
歩
い
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
夜
は
付
近
の
山
を
夜
警
の
人
が
片
手
に

提
灯
、
も
う
一
方
の
手
に
鉄
棒
を
も
っ
て
音
を
立
て

て
警
備
に
ま
わ
っ
て
歩
い
て
い
ま
し
た
。
鉄
の
棒
に
は

二
つ
の
鉄
の
輪
が
付
い
て
い
て
一
歩
ご
と
に
鉄
輪
が

鳴
り
ま
す
。
周
辺
で
は
虫
の
音
、
波
の
音
、
ヤ
シ
の
葉

の
ざ
わ
め
き
、
川
か
ら
は
水
の
音
が
響
き
、
川
カ
ニ
が

カ
サ
コ
ソ
と
音
を
立
て
て
い
ま
し
た
。 

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
サ
ミ
セ
ン
の
音
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
辿
っ
て
み
る
と
一
軒
の
家
で
灯
が
と
も
っ
て

い
ま
し
た
。
中
に
入
っ
て
い
く
と
農
園
主
の
家
が
あ
り
、

大
き
な
部
屋
に
二
十
人
く
ら
い
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

タ
タ
ミ
を
敷
い
た
床
の
上
に
色
々
な
食
べ
物
が
並
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
を
愛
想
よ
く
迎
え
て
く
れ
、
お

粥
と
お
茶
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
場
で
は
女
性

た
ち
が
輪
に
な
っ
て
玉
を
通
し
た
長
い
紐
を
手
に
し

な
が
ら
、
何
か
意
味
不
明
な
言
葉
を
押
し
殺
し
た
よ

う
な
口
調
で
早
口
に
呟
い
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ

の
家
族
の
法
事
に
来
て
い
た
よ
う
で
す
。
傍
で
は
、
か

な
り
年
を
と
っ
た
老
人
が
サ
ミ
セ
ン(

小
さ
な
ギ
タ

ー)

を
弾
き
、
曲
に
合
わ
せ
て
唱
っ
て
い
る
男
も
い
ま

し
た
。
奇
妙
に
長
い
歌
で
、
私
に
は
単
調
に
聞
こ
え
ま

す
が
、
技
巧
的
に
は
と
て
も
難
し
い
歌
で
す
。
耳
を
澄

ま
し
て
聞
い
て
い
る
と
東
西
の
心
境
が
分
か
る
気
が

し
ま
す
。 

突
然
、
中
に
い
る
一
人
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
ジ

ョ
ー
ジ
さ
ん
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
上
機
嫌
で
す
。
頭

の
手
拭
い
を
外
し
、
手
に
も
っ
て
様
々
な
仕
草
で
踊
っ

て
い
ま
す
。
誰
か
が
窓
を
開
け
た
の
で
、
黄
色
い
石
油

ラ
ン
プ
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
た
室
内
が
、
青
く
透
明

な
月
夜
の
闇
と
顕
著
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
呈
し
ま
し

た
。
私
は
そ
の
部
屋
に
暇
を
告
げ
外
に
出
ま
し
た
。 

 次
回 

大
正
時
代
の
画
家
フ
ィ
ア
ラ(

７)

に
つ
づ
く 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  ◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ 

第
百
九
貝
「宇
宙
人
の
姿
」 

 

ク
ラ
ー
ク
・ケ
ン
ト
で
あ
れ
、
サ
イ
ヤ
人
で
あ
れ
、
ア

バ
タ
ー
の
ナ
ヴ
ィ
で
あ
れ
、
空
想
上
の
宇
宙
人
は
た
い

て
い
人
間
に
似
た
姿―

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
で
あ
る
。
実

は
、
宇
宙
の
ど
こ
か
に
知
的
生
命
体
が
い
る
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
か
ど
う
か
と
い
う
論
争

が
、
実
に
三
十
年
間
に
渡
り
、
進
化
学
者
の
間
で
続
け

ら
れ
て
き
た
。 

論
争
を
点
火
し
た
の
は
、
進
化
学
者
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・ジ
ェ
イ
・グ
ー
ル
ド
で
あ
る
。 

１
９
８
９
年
出
版
の
著
書
「ワ
ン
ダ
フ
ル
・ラ
イ
フ
」

で
、
グ
ー
ル
ド
は
人
類
の
進
化
が
偶
然
の
結
果
に
過

ぎ
ず
、
も
し
生
命
の
歴
史
を
動
画
の
よ
う
に
遠
い
過

去
ま
で
巻
き
戻
し
て
か
ら
、
現
在
の
時
点
ま
で
何
度

再
生
し
て
も
、
そ
こ
に
は
人
類
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
と

似
た
知
的
生
命
体
さ
え
進
化
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
、

と
主
張
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
地
球
と
そ
っ
く
り
な
星
が

あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
が
い
る
可
能
性

は
低
い
と
い
う
。 

こ
れ
に
対
し
、
自
然
選
択
の
普
遍
性
と
法
則
性
を

考
え
れ
ば
、
人
類
の
出
現
は
適
応
の
必
然
だ
っ
た
、
と

い
う
反
論
が
展
開
さ
れ
、
喧
々
諤
々
の
議
論
が
行
わ

れ
た
。 

２
０
１
７
年
に
、
こ
の
論
争
を
整
理
し
、
著
書
「生

命
の
歴
史
は
繰
り
返
す
の
か
」で
、
判
定
を
試
み
た
の

が
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・ロ
ソ
ス
で
あ
る
。 

ロ
ソ
ス
の
結
論
に
つ
い
て
は
ネ
タ
バ
レ
に
な
る
の
で

割
愛
す
る
が
、
グ
ー
ル
ド
の
主
張
へ
の
強
力
な
反
証

と
し
て
ロ
ソ
ス
が
挙
げ
た
証
拠
が
、
実
は
小
笠
原
の
カ

タ
マ
イ
マ
イ
の
反
復
適
応
放
散
だ
っ
た
。
進
化
の
動
画

を
巻
き
戻
し
て
再
生
す
れ
ば
、
同
じ
進
化
が
繰
り
返

す
の
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。 

皮
肉
に
も
、
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
進
化
研
究
を
着
想
し
、

私
に
勧
め
た
の
は
、
そ
の
グ
ー
ル
ド
と
我
が
師
の
速

水
格
で
あ
っ
た
。
三
十
年
の
時
を
超
え
た
ブ
ー
メ
ラ
ン

だ
っ
た
訳
だ
が
、
小
さ
な
群
島
の
カ
タ
ツ
ム
リ
の
進
化

が
、
無
限
の
宇
宙
で
起
き
る
進
化
に
繋
が
る
と
い
う

の
も
意
外
な
話
で
あ
る
。 

               

【文
】東
北
大
学
教
授 

千
葉
聡 

【イ
ラ
ス
ト
】小
野
恵 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第２９２号 ― 

 けんこう通信 
 

6 月４～10 日は「歯と口の健康週間」です。歯とお口は体に必要な栄養をとるためだけではなく、毎日を楽しく 

豊かに生きるための重要な役割をもっています。健康な歯を維持するためには歯周病やむし歯は大敵です。歯を失う原

因の約 7 割は歯周病とむし歯が原因といわれています。歯周病、むし歯の原因は歯にたまった歯垢(歯周病菌やむし歯

菌が増殖したもの)です。歯垢を放置すると口だけでなく心筋梗塞や脳梗塞など全身のトラブルを招きます。毎日の歯

磨き習慣を振り返り健康な歯を維持していきましょう！ 

クジラ： 毎日歯磨きはしているけれど、きちんと磨けているかな？？ 
保健師： 歯磨きをしていても、歯垢を完全に取り除くのは難しいものです。定期的な歯科受診をして、歯

垢・歯石の除去や歯磨き指導などお口と歯の健康チェックをしてもらいましょう！ 
クジラ：セルフケアとプロフェッショナルケア、どちらも大切なんだね！ 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラの伝言板 

～正しい歯磨きの３つのポイント～ 

 

 

歯と歯のすき間をきれいに 

 

ポイント③ 歯ブラシは定期的に交換を 

 

・デンタルフロス 

  フロスを歯の側面に沿わせるようにして、 

上下にやさしく数回動かします。 

・歯間ブラシ                 

  歯の間にブラシを軽く抵抗がある程度に    

差し込み、前後に２,３回動かします。 

 

 

歯ブラシだけでは歯と歯の間の歯垢や食べ

かすが残ってしまいます。デンタルフロスや

歯間ブラシを活用しましょう。 

 

ポイント① 歯ブラシの当て方 

歯ブラシの毛先が開いていたり、毛先に弾力がなくなると歯垢を

きれいに落とせません。歯ブラシは１か月を目安に交換しましょう。 

歯周病菌が歯と歯肉の間に入り込み、血管内に流れ出すと歯周

病菌の刺激により、血管の壁に沈着物を作ります。沈着物が血管内

に流れ出し、血の塊ができると血管に詰まってしまい、血液が行き

わたらなくなってしまいます。心臓の血管が詰まると心筋梗塞を、

脳の血管に詰まると脳梗塞を引き起こします。 

 

～歯周病と心筋梗塞・脳梗塞の関係～ 

 

磨き残しが多い部

分は丁寧に 

・かみ合わせ面 

・歯と歯の隙間 

・歯と歯肉の境目 

奥歯の後ろ 

歯ブラシの先を当て

て丁寧に磨きます 

前歯の内側（舌側） 

歯に対して歯ブラシを

斜めに入れ、小さく動か

しながら磨きます 

かみ合わせ面 

小さく動かしながら一本ず

つ丁寧に磨きます 

奥歯の内側（舌側） 

歯ブラシを斜めに入れ、小

さく動かしながら磨きます 

□ 歯みがきをすると血が出る。 

□ 歯と歯の間に食べ物がよく挟まる。 
□ 歯肉が赤や紫色に腫れている。 
□ 硬いものがよく噛めない。 
□ 歯がグラグラする。 

 
 

フッ素成分を残す
ため、うがいは１回
で OK！ 

 

ポイント② 

 

 

１つでも当てはまるものが 

あったら要注意です。 

早めに歯科医に相談しましょう。 

 

歯周病セルフチェック 

 



都ノヤギ排除(～３日)

育児学級(離乳食の会)(父島)

保健所「こころの専門相談」(父島)(・1８日)

入港日 出港日
父島返還祭出店申込(～７日)/キッチンカー出店申込(～17日)

子育てセミナー(母島)AM申込〆切/子育てセミナー(母島)

子育て個別相談(母島)(・４日)/東京三弁護士会 法律相談(母島)

中学校教科用図書見本展示会(～28日)

シロアリ対策事業(家屋点検期間)(母島)(・４日)

公認心理師による子育て個別相談(父島)(～６日) 行政相談所の開設(父島)

東京三弁護士会による法律相談(父島) シロアリ対策事業(第１回)申込〆切

子育てセミナー(父島)申込〆切 村ノヤギ駆除

子育てセミナー(父島) 防災行政無線　緊急情報伝達試験

平泉町親善訪問団(中学生)の募集〆切 都ノヤギ排除(・２１日)

出港日 入港日

耳鼻咽喉科専門診療(母島)(・11日) 乳幼児健診・歯科健診(母島)

定期予防接種(父島・母島) シロアリ対策事業(家屋点検期間)(父島)(～24日)

森林生態系保護地域入林簡易講習会受講〆切

行文線整備事業　工事説明会(父島) 父島返還祭

ヘルスアップ教室(母島)申込〆切 母島返還祭(前夜祭)
保健所「こころの専門相談」申込〆切/村ノヤギ駆除 小児科専門診療(母島)

ヘルスアップ教室(母島) 母島返還祭(当夜祭)

都ノヤギ排除(・９日) 乳幼児健診・歯科健診(父島)

入港日 出港日

小児科専門診療(父島)

「アリの話」講演会(父島) 千代田区中学生との交流生徒の募集〆切

村ノヤギ駆除

母島巡回ペット診療・相談(・１２日) 都ノヤギ排除(・２７日)

母島巡回労働相談

出港日 入港日

育児学級(歯科の会)(母島)申込〆切 小笠原諸島振興開発計画(素案) 意見募集〆切

村議会(本会議)/育児学級(歯科の会)(母島) 産科・婦人科専門診療(母島)

耳鼻咽喉科専門診療(父島)(～17日) 電話による無料法律相談

育児学級(離乳食の会)(父島)申込〆切 ビジターセンター講演会(父島)

村ノヤギ駆除

村議会(各委員会・本会議)

沖ノ鳥島視察会 参加申込〆切

都ノヤギ排除(・１５日)

入港日 出港日

保健所「こころの専門相談」(母島)(・16日)

不用品交換会(父島)
※          マーク：小笠原高校 図書館開放日 (開館時間：午後２:30～５:00)
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　3日・5日・7日・10日・12日・14日・17日・19日・21日・24日・26日・28日

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

2

1 土 16 日

3 月 18 火

日 17 月

5 水 20 木

4 火 19 水

7 金 22 土

6 木 21 金

9 日 24 月

8 土 23 日

11 火 26 水

10 月 25 火

12 水

木

27 木

14

13 28 金

金 29 土

30 日15 土

小笠原村日本
復帰記念の日

6月のカレンダー

※10:40着(八丈寄港便)

(八丈寄港便)


